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蓮田市堀の内ふるさとの緑の景観地保全計画＜概要版＞ 

 

１ 概要 

蓮田市堀の内ふるさとの緑の景観地は、蓮田市の東部、県自然環境保

全地域である蓮田市上沼、下沼地区の傍に位置する。 

林相としては、いわゆる武蔵野の雑木林とは異なる特徴的な自然環境

であり、スギ、アカマツに替わってシラカシ、ヒサカキ、アオキ等が優

占種へと順調に遷移している学術的にも貴重な樹林地である。  

 

２ 自然環境等 

この地域で確認された動植物は、平地などで普通にみられるものや樹

林性のものなどであるが、周辺には水田、素堀の用水路、湧水など様々

な水環境があり、湿地性植物や小動物の生育・生息にとって良好な環境

を形成している。  

 

３ 指定地の状況等 

この景観地は、昭和 57 年度に樹林地 3.12ha が指定された。 

周辺には県自然環境保全地域である蓮田市上沼、下沼地区及び緑のト

ラスト保全第 11号地｢黒浜沼｣といった優れた自然環境が存在している。 

山林所有者と埼玉県で締結している緑の管理協定の状況については、

平成 22 年度で 2.24ha であり、指定地に対し 71.79％となっている。 

しかし、当地域は市街化区域には含まれてはいないものの、当地域を

横断する都市計画道路の建設計画があることから、周辺地域を含めて今

後開発がなされるものと考えられる。 

 

４ 保全計画の基本方針 

（１） 緑の保全  

環境保全機能、住民の憩いの場としてのレクリエーション機能、

災害時の避難地としての防災機能、郷土景観や歴史的価値のある緑

地など住民の心理的効果に寄与する景観構成機能、多様な生物の生

息空間としての機能など、緑地が有する様々な機能を発揮させ、次

世代への誇りや財産として引き継ぐため、土地利用転換の抑制等を
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図りながら、首都近郊に残された貴重な緑地を保全していく。 

（２） 緑の再生 

優れた樹林地の景観とするため、樹木の萌芽更新や荒廃した樹林

地の代替植生への転換等を図り、緑を再生していく。  

（３） 緑との共生 

住民一人一人が取り組むことができる住宅地の緑化などを推進す

ることにより、隣接する樹林地との緑のネットワーク形成を構築し

ていく。  

また、耕作地については、遊休農地とならないよう、保全に努め

ていく。  

 

５ 区域設定 

（１） 緑の保全・再生区域 

多様な生物の生息空間としての機能をはじめとして、レクリエー

ション機能・防災機能・景観構成機能などを発揮させるため、この

地域における緑の骨格軸として、現存する豊かな緑を保全するとと

もに、樹木の萌芽更新や山林荒廃地の代替植生への転換を図ること

によって緑を再生していく区域とする。  

（２） 緑との共生区域 

住宅地の緑化や農地の保全を図りながら、隣接する樹林地と緑の

ネットワークを形成することにより、緑豊かな地域らしさを創出す

る区域とする。  

 

６ 施策方針 

（１） 緑の保全・再生区域 

①  緑地保全 

まとまりある良好な景観を保全するため、ふるさと埼玉の緑を

守り育てる条例による継続した取り組み(緑の管理協定締結者へ

の、ふるさと埼玉の緑を守る奨励金交付)とともに、土地の買取り

等の施策を展開していく。  

 

【手法の例示】 

・ 保全する緑地の公有地化 
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緊急に緑地を保全しなければならない場合には、身近な緑公

有地化事業の活用を検討する。  

・ 保全する緑地の借り上げ 

まとまった樹林地を保全するために、緑地を借地していく方

法も検討する。  

②  緑の再生及び維持管理 

 良好な景観地を保全していくため、ふるさと埼玉の緑を守り育て

る条例による継続した取り組みとともに、行政と市民との協働によ

る下草刈りや清掃といった維持管理などの施策を展開していく。  

 また、ゴミ投棄に対応するため、関係機関と連携を図りながら、

緑地内に投棄されたゴミの回収や不法投棄防止パトロールなどを

実施していく。  

【手法の例示】 

・ 緑化推進組織との連携・リーダーの養成 

   市民やＮＰО、事業者といったさまざまな人、組織が、自然

環境の維持管理に参加できる包括的な体制づくりを進めるとと

もに、活動を支援する。また、緑化推進団体等による緑づくり

のためのリーダー育成を支援する。 

・ 隣接部の緑化 

建設が計画されている都市計画道路により樹林地が分断され

る部分について、樹林地との隣接部への植栽など修景を主な目

的とする緑化を進め、樹林地との一体感を創出する。  

（２） 緑との共生区域 

宅地等の区域については、住宅の緑化を推進するとともに、生

活に潤いを与えてくれる緑に対して住民が日常的な維持管理活動

を行うことにより、樹林地に囲まれた緑豊かな地域らしさを創出

する。  

また、耕作地については、遊休農地とならないよう、後継者の

確保等に取り組む。  

【手法の例示】 

・ 住宅地の緑化 

  緑化を推進する仕組み作りとして、生け垣の設置に対する補

助金制度の導入を検討する。 




